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半年から 39 年と、口腔癌治療から誤嚥性肺炎発症までの期間については一定の事はいえないが、
3 年以内に発症した症例が 5/8 例（62.5%）であった。

年齢性別 基礎疾患

76 M H6. 8 H7. 2 0.5 年喉頭癌 放射線

89 M 83 歳 89 歳 6 年下咽頭癌 放射線

63 F 24 歳 63 歳 39 年甲状腺癌 手術、放射線

79 M H13.8 H14. 10 1.2 年頬粘膜癌 手術

57 M H13. 4 H13. 11 0.6 年軟口蓋癌 手術

72 M H10 H13 3 年歯肉癌 手術

80 M H2 H11 9 年舌癌 手術

87 M H6. 8 H9. 8 3 年喉頭癌 放射線
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